
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光顕の長寿を祝い青山会館で大会を開

催した折、彫刻家・渡邉長男(おさお)

によりおさめられたものとされていま

す。昭和 6 年、田中光顕の米寿を記念

し、田中の誕生月で、かつ、田中が土佐

藩を脱藩した記念日でもある9月25日

(旧暦 8 月 14 日)に、多摩聖蹟記念館の

そばに設置したものとされています。

彫刻家の渡邉長男は、多摩聖蹟記念館

内の「明治天皇騎馬像」の作者でもあ

り、当時の彫刻界の重鎮でした。 

それではなぜ現在は銅像がないので

しょうか。実は、銅像は、戦時中の金

属供出に出されてしまったのです。 

当時の金属供出は、寺社の梵鐘、出

土した古銭なども対象になっており、

銅像も例外ではありませんでした。 

しかし、銅像が失われた後も台座は

撤去されませんでした。像の建立から

6 年後の昭和 13 年に描かれた「記念館

境内略図」には、「御製碑」の右隣に「銅

像」の表記があり、田中光顕像の位置が

わかります（『維新風雲回顧展』p27）。

この位置は現在とほぼ同じと考えら

れ、台座が設置当時から動いていない

可能性が推測できます。 

田中光顕の像は供出により消失しま

したが、台座だけが現地に残ることに

よって、かつての銅像の存在と、戦時

下の供出など、さまざまな情報を私た

ちに伝えてくれているのです。 

参考文献：公益財団法人多摩市文化振興財団 2011

『維新風雲回顧展』 

旧多摩聖蹟記念館のそばには、明治

天皇の行幸に関する石碑などが多く建

ち並んでいます。こうした多くの石碑

にまぎれて、写真のような台座がある

のをご存知でしょうか。 

台座は、旧多摩聖蹟記念館から徒歩

5 分ほどの「明治天皇御製・昭憲皇太后

御歌碑」の隣にあります。しかし、現

在台座の上には何も乗っておらず「主

なき台座」となっています。 

台座の正面を見てみると文字が書か

れています。書かれている文字は「伯

爵田中光顕翁尊像」。すなわち、ここに

は多摩聖蹟記念館の建設の発起人の一

人である元宮内大臣・田中光顕の像が

置かれていたことがわかります。 

現地には台座しか残されていません

が、多摩市教育委員会所蔵の「多摩聖蹟

記念会絵葉書」には当時の像の写真が

のこされています。これを見ると和装

姿の田中光顕の座像であったことがわ

かります(座像の写真はパルテノン多

摩『維新風雲回顧展』p27 で御覧いただ

けます)。また、座像の銘文も多摩市教

育委員会が保管しており、建立の経緯 

や彫刻家も

判明します

(銘文全文

の 翻 刻 は

『維新風雲

回 顧 展 』

p81)。 

銘文によ

れば、この

座像は昭和

4（1929）年

6 月に田中 

当院にはおなかの調子が悪くなった

方が多く受診されます。痛む部位やタ

イミング(食前か食後か)、症状の持続

期間、便の状態などを細かく伺ってい

るうちに、 “実は最近ストレスがあっ

て…” とお話しされる方がいます。 

おなかの症状なのに、なぜストレス

のことも併せてお話ししてくださるの

か。でも、おなかの症状とストレスは

関係がありそうと皆さん何となくご存

じですよね。緊張しておなかが痛くな

った、胃腸の調子が悪いのが続くと

色々なことが不安になるなどご経験の

方も多いのではないでしょうか。 

脳腸相関（のうちょうそうかん）とい

う言葉があります。脳と腸が自律神経

やホルモンなどを介して相互に密接に

関わっているという意味です。例えば

ストレスを感じると自律神経を介して

腸に刺激を与える一方、腹痛や便秘、

下痢などの不快な症状が不安な気持ち

を高めてしまうようなことです。 

私たちやおそらく私たちの先祖も経

験上知っている体の現象が、ここにき

て徐々に科学的に説明できるようにな

ってきました。 

何度検査しても異常が認められない

のに、つらい症状をずっと抱えている

という消化管疾患があります。下痢や

便秘、腹痛を繰り返す過敏性腸症候群

(IBS)と、胃もたれや胃痛などが長期に

わたる機能性ディスペプシア(FD)で

す。10 人に 1 人もしくはそれ以上の発

症頻度と言われているので、決して珍

しい疾患ではありません。 

これらの疾患は、腸管の運動機能異

常（蠕動
ぜ ん ど う

という内容物を送り出す動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の異常)と知覚過敏（痛みを強く感じや

すくなる）が要因とされていますが、

脳と腸の双方向のシグナルが強くなっ

ているからではないか、と言われてい

ます。 

実際、多くの IBS/FD 患者さんが具

体的なストレスや漠然とした不安を抱

えているように感じます。またストレ

ス負荷の変化に伴って症状が変わるこ

ともあり、コロナ禍では、閉塞的な生

活のストレスから過敏性腸症候群の症

状が重くなった人がいた一方、リモー

トワークによって、苦手な同僚や上司

に会わなくて済む、長い通勤時間のス

トレスから解消されたなどが理由で軽

快した人もいました。 

最近になって、腸内細菌の脳腸相関

への関与が明らかになり、腸内細菌の

安定が心身の安定に寄与するのではな

いかと言われているようです。ストレ

スのたまる今、自分の体を見直すこと

で少し気分よく過ごすことができるか

もしれません。        （了） 

しょうぶかん 
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多摩市立唐木田コミュニティセンター 〒206-0034 多摩市鶴牧 6 丁目 14 番地 TEL: 042-338-6333  休館日：第 2・第 4 月曜日 

※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ：当分の間休業 

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（３２） 

 

主（あるじ）なき台座 ～旧多摩聖蹟記念館前の田中光顕銅像～ 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学非常勤講師。 

新垣美郁代  診察室から見えること（４） 

筆者紹介：新垣美郁代(あらがき みかよ) 
鶴牧１丁目新都市センタービル新垣内科
外科クリニック院長。専門は消化器内科。
外来のほか訪問診療も行っている。 
10 歳の頃から多摩市在住。 

おなかの話 

鶴牧西公園・川井家の桜(2022.3.31 撮影) 
 

中沢池公園 
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福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時：5 月 17 日(火) 14:00～16:00 

     6 月 21 日(火) 14:00～16:00 

☆場 所：1 階第１会議室 ☆参加費無料(直接会場へ) 
※相談員は社協・包括の職員｡相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

大人のためのクラフト 

～ 素敵な初夏のステンドグラス作り ～ 

 

 

 

 

 

☆日 時：6 月 11 日(土)  9:30～ 
☆場 所：1 階第１会議室 

☆定 員：8 名 要予約 (受付 4 月 24 日 10:00～) 

☆参加費：1000 円(材料費込み)  

☆主 催：文化部会 

 

 

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 6 月 26 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 127 回 5 月 15 日(日) 9:00～11:00 

     第 128 回 6 月 19 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時：5 月 21 日(土) 10:00～ 
     6 月 18 日(土) 10:00～ 

 

 

 

☆場 所：菖蒲館玄関前 

☆主 催：まちづくり部会 
※この活動は一般財団法人セブン-イレブン記念財団の助成を受けています 

 

菖蒲館からのお知らせ 

各イベントは新型コロナウイルスの感染状況により中

止にすることもあります。 

最新の情報は、電話、掲示板およびホームページでご

確認ください。 

来館時には手指の消毒とマスクの着用を。 

貸室使用時には十分な換気の確保と、 

使用後の消毒・清掃にご協力ください。 

菖蒲館ウォーキング 

～ 関屋の切通し・小野路宿里山交流館方面 ～ 

☆日 時：5 月 17 日(火) 9:30 菖蒲館集合 

☆コース：詳細は掲示板およびホームページでお知ら 

せいたします。 

 

 

 

 

～ からきだの道から中沢池方面 ～ 

☆日 時：6 月 30 日(木) 9:30 菖蒲館集合 

☆コース：詳細は掲示板およびホームページでお知ら 

せいたします。 

 

 

 

 

 

 

☆定 員：20 名 当日受付 

☆参加費：100 円(保険代ほか) 

☆持ち物：タオル、飲み物、帽子等 ※マスク着用 

☆主 催：健康･スポーツ部会 

端午の節句 鯉のぼり展示 

 ～ 菖蒲館の天井に鯉のぼりが泳ぐ ～ 

☆日 時：4 月 12 日(火)～5 月 5 日(木･祝)  

☆場 所：１階ロビー  

 

 

 

 

 

 

☆主 催：文化部会 

「多摩の歴史さんぽ」発売中 

～ からきだ菖蒲館 開館 10周年記念出版 ～ 

本紙に連載中の「多摩の歴史さんぽ」

が、著者パルテノン多摩学芸員の橋場

万里子氏のご厚意により出版の運びと

なりました。 

☆価 格：300 円 

☆販 売：からきだ菖蒲館 

 パルテノン多摩 

 丸善多摩センター店 

ウォーキング共通 

会  場 ： ロビー 

入場料 ： ￥３００(中学生以下無料) 

定  員 ： 40名 予約受付中 

出  演 ： 岩佐 めぐみ 

主  催 ： 広報部会 

共  催 ： 図書館、児童館 

◆ ５月５日(木・祝) 14:00開場 14:30開演 

 

岩佐めぐみさんの朗読会 
『 わたしはクジラ岬にすむクジラといいます 』 

全国学校図書館協議会・選定図書（2003） 

■ 岩佐
い わ さ

 めぐみ 

童話作家。多摩美術大学

グラフィックデザイン

科卒。多摩市で生まれた

『ぼくはアフリカにす

むキリンといいます』(偕

成社)で権威あるドイツ

児童文学賞を日本人で

初めて受賞(2018)。学校

その他で講演。 

 

子供たちの鯉のぼり展示 

～ 強くたくましい一年を願って ～ 

☆日 時：4 月 12 日(火)～5 月 5 日(木･祝)  

☆場 所：１階展示スペース 

☆主 催：文化部会 

☆共 催：児童館 


